
平成２３年度当初予算の要求状況について 

 

 現在、市では平成２３年度当初予算の編成作業中ですが、現段階での各部局から提

出された予算要求の概要をお知らせします。 

 

１ 予算要求の総額 

 一般会計予算要求総額 約２０９億８，６００万円 

            （対前年度予算比 １７．７％増） 

 平成２３年度当初予算要求額は、平成２２年度当初予算額１７８億３，６００万円

に対し、３１億５，０００万円の増となっています。 

 増額の主なもの 

・子ども医療費の助成（中学生の通院まで拡充）     1 億 2,600 万円 

・教育環境の整備・充実＋１（耐震プラスワン）     7 億 8,600 万円 

 ・公共施設安心・安全化計画の推進（志木大橋の耐震化） １億 5,200 万円 

・総合防災訓練の実施（４年に１度）             600 万円 

 

２ 今後の取り組み 

 各部局から提出された予算要求では、市長が示した平成２３年度予算編成方針に基

づき、積極的に政策・課題に取り組むため、歳出が増加しています。 

しかしながら、景気の低迷により市税収入の伸びが期待できないなど、厳しい財政

状況にあります。 

 このような状況を踏まえ、今後の予算編成では、各事業を精査し、選択と集中によ

り、歳出の抑制を図ることが必要となります。 

また、目先の予算ではなく、本市の将来を見据えた予算編成を行い、「健康・医療・

福祉都市構想」の実現に向け、子どもから高齢者まで、志木市に暮らしていれば、健

康・医療・福祉の面で、安心・安全に生活ができる街づくりをめざしていきます。 

 

３ 予算編成のスケジュール 

 ・１０月 ６日      予算編成方針の説明 

 ・１０月２９日      予算要求調書の締め切り 

 ・１１月 ８日～２６日  予算ヒアリング 

 ・１１月下旬～１２月下旬 財政課査定 

 ・ １月上旬～中旬    市長査定 

 ・ ２月下旬       市議会へ予算案上程 


